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金沢大学サテライト・プラザ ミニ講演 
日 時 平成１7 年５月２１日（土） 午後２時～３時３０分 
会 場 金沢大学サテライト・プラザ講義室（金沢市西町教育研修館内） 
 
演 題 「地震防災について考える」 
講 師 北浦  勝（金沢大学大学院自然科学研究科教授） 
    宮島 昌克（金沢大学大学院自然科学研究科教授） 
    池本 敏和（金沢大学大学院自然科学研究科助手） 
    村田  晶（金沢大学大学院自然科学研究科助手） 
 
「はじめに」 
北浦 勝 氏 
 







































































































































































































 この記事は政府の地震調査委員会が 2001 年に発表したものです。金沢にマグニチュー








































































































































































































































































 それから老朽の度合いです。昭和 55 年以前の家であっても，手入れがしっかりとして
いれば大丈夫ですが，逆に新しくても水回りが悪くてしろありが食っているとよくありま
せん。 
 まず，この六つを自分でチェックします。地盤・基礎・形・筋違・壁・老朽度を２～３
回となえると覚えられますので，今日のお土産に覚えていただければよろしいかと思いま
す。最近は金沢市も含め，耐震診断・耐震補強に公費が補助されるようになっています。 
 
助け合えるための準備 
 二つめの助け合えるための準備です。まず自分の家の安全，地域の安全点検をするとい
うことです。自分の家の近所に急な傾斜地はないか，ブロック塀はないかということを知
る。それから，避難場所がどこにあるか。避難場所は運動場や公園ですし，避難所は体育
館のように寝泊まりできるものです。これら避難場所・避難所へ避難する経路がどうなっ
ているのか，安全かをきちんと押さえておく必要があります。 
 日ごろからの地域のつながりですが，昔からの町にはいろいろなつながりがあると思い
ます。そうでない場合，あるいは単身赴任の人や学生などは会ったときにあいさつをする，
溝の泥を上げるときにあいさつする，あるいは雪かきのときにあいさつするなど，そうし
たことから地域のつながりが始まるのではないかと思います。 
 これは金沢市防災マップです。多分，今もあると思いますが，数年前に各小学校下ごと
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に一つずつ作られ，関係の家に１枚ずつ配られたものです。その中には急傾斜地などの危
ないところ，安全なところが書かれています。 
 重要なのは，自分の命は自分で守るということです。自分の家族は自分で守る。お年寄
りで体の不自由な人も家族で守れるなら守る。守りきれない場合は隣近所で共に助け合う
（共助）。それでも助けきれないときには公の助け（公助）があります。 
 その間を埋めるのが災害のボランティアです。阪神淡路大震災の前から防災ボランティ
アはありました。以前から消防団や水防団がありました。ところが，そうしたものには訓
練やいろいろな規則があります。最近は規則に縛られて生きていくのが嫌だという方が増
えてきて，いざというときにのみ助けに行って終わり，というのがはやっているようです。
災害ボランティアは阪神淡路大震災以降，急速に有名になり，いろいろな人が助けにきて
くれるので，それは大いにありがたいことなのですが，欲を言えば，こうした方たちにも
日ごろ訓練をしていただく。あるいは，リーダーを養い，その下に行動すると能率がよく
なりますので，できればそうしたほうがいいと思います。 
 命を落とさない工夫ですが，いつどんなときに地震が来るか分かりませんので，自分が
比較的よくいる場所で何かあったときにどこから逃げればいいかをいつも考えておく。例
えば家にいる，学校にいる，図書館にいるなどが多い場合は，その場所ではどこに逃げた
らいいかをよく考えておくことが重要だと思います。 
  
備えることを生活の一部に取り込む 
 備えることを生活の一部に取り込むためには，何を備えたらいいか，です。例えば今夜，
野宿をしにいくことを考えていただくと，何を準備しなければいけないかがほぼ予想でき
るのではないかと思います。何もなく真っ暗ですから，懐中電灯が要ると思います。それ
から，夏には蚊がいますから薬類が必要です。自分が日ごろ飲んでいる薬も含めて要るで
しょう。水や食料も要ります。万一病気になってお医者さんに駆け込まなければいけない
ことも考えなければいけません。それから，緊急に何か物を買わなければいけないことも
ありますから，現金が必要です。それから預金通帳，保険証，できれば免許証も必要です。
これらは野宿するには要らなくても，万一の場合にはどうしても必要ですし，避難所に行
くときにも必要です。現金がなくても，数日のうちにボランティアの人が食料などをどん
どん持ってきてくださるのですが，自分に関係するものでどうしても買わなければいけな
いものもあるでしょう。阪神淡路大震災のときも，神戸では売っていなくても大阪では手
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に入るということがありました。そこに買いにいくための電車賃が要りますので，現金や
保険証などが必要です。 
 したがって，このようなものをいつも袋にまとめて置いておきます。これだけでは足り
ないと思いますので，それはその次の段階で準備すればかまいません。まずはこうしたも
のをできるだけ１か所に置いておくことが必要です。 
 阪神淡路のとき，せっかくそういうものを置いておいたのにどろぼうに取られたことが
ありますので，そういうことのないように十分注意しておく必要があります。 
 最後はざっぱくな話になってしまいましたが，金沢は本当に地震のないよいところです
が，来るかもしれないといわれています。それに対しては備えておけば大丈夫です。阪神
淡路大震災のときの神戸の人は，地震の来ないこんなよい町はないと安心しておられまし
た。新潟の山古志村の人は，ここは天国のようなところだ，地震があるはずがないと思っ
ておられました。福岡県の西方沖の地震のときも地震は来ない，だれも来るとは思ってい
なかったのです。多分，金沢でも来ないと思っていると思いますが，来るかもしれません
ので，準備するに越したことはありません。 
 
質疑応答 
 
（質問１） 木造の被害状況を写真に撮られたのですか。 
 
（北浦） 先ほどの図に出てきたのは木造です。それ以外に鉄筋コンクリート・鉄骨の図
もありますが，今回は発表していません。 
 
（質問２） ７ページに鉄筋コンクリートが倒れたところがありますが，あのような形で
置いておいてもう１回使うのですか。 
 
（北浦） 使わずにつぶしてしまうと思います。 
 
（質問３） 1666 年２月，積雪があるのに越後高田で地震が起こっています。あのときの
崩壊はデータがないのです。新潟大学の工学部になかったと思います。 
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（北浦） 雪が降っているときに地震が来た例は幾つかあります。昭和２年の北丹後地震，
それから新潟で幾つかあります。 
 
（質問４） わたしたちは自分のうちが断層から何メートル離れているかとか，自分のう
ちは断層をまたいでいるのかということを知りたいのです。金沢市内の断層がどこを走っ
ているのかを，もう少し拡大した図，あるいは２万 5000 分の１ぐらいの地図での情報を
よければ見せていただきたい。 
 
（北浦） それは近いうちに研究室のホームページに載せておきますが，多分こうだろう
という程度のものです。しっかりとここだと押さえきれているところは比較的少ないと思
います。想像で書いてある部分もあるかと思いますが，近いうちに載せておきます。金沢
大学から入っていただいて，工学部→土木建設工学科→（左側の欄にある）研究室・教職
員→地象工学→北浦研究室→ＴＯＰページの下のリンク→地図をたどっていただくと出て
きますので，見ていただければと思います。 
 
（質問５） 富樫断層帯と森本断層帯がさっきの地図では切れていました。まっすぐに行
ったら続くのではなくて，互い違いになっているような切れ方をしています。その切れる
ところは点線で結ぶのか，実線で結ぶのか。 
 
（北浦） そのあたりが分からないと思うのです。多分，いろいろな説があろうかと思い
ますが，富樫のほうは線がちゃんと行っているし，森本のほうも８号線に沿ってずっとあ
るのです。 
 
（質問６） あの傾斜がそうですね。 
 
（北浦） そこの間がどうなっているのかについて，いろいろな説があるのだと思います。 
 
（質問７） ボーリングはしていないのですか。 
 
（北浦） 何千万円かのお金をかけて順番にやっていると思います。多分森本富樫の場合
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には，梅田のほうであった１回で終わりではないかと思います。これは理学部の方がやっ
ています。７月 30 日にうちの理学部の先生が講演しますので，そのときにご質問いただ
ければと思います。 
 
（質問８） 金沢市の防災マップは，どこに行けば手に入るのですか。 
 
（北浦） 金沢市役所にあるのですが，そのうち新しいものが出るのではないかと思いま
す。数年前に配布されているのですが，今はどうなっているか分かりません。 
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